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日本の文化と心理的要因に着目したコンプライアンスのあり方
日本の文化と心理的要因を考慮した内部通報制度のあり方

課題・考慮すべき点は、キーワードは？

・内部通報・内部告発しても報われるとは、限らない：内部告発しても「内部告発＝裏切り」という考え方が根強く告発が成功しても周囲が離れていくことが少なくない。

（内部告発とは、自分が所属する組織を糾弾する行為であると同時に、自分が所属するムラ社会そのものを撃つ行為である。これは、日本社会の閉鎖性に原因がある。）

・コーポレートガバナンスの強化だけでは、根本原因の解決にはならない。中身のある教育・指導が必要である。（後継者候補者たちへのきちんとした育成など）
・日本の古来からある武士道（個人が誇り高く清らかに生きていくための指針）。禅の精神。

・「苦としての人生＝地獄」と向きあう「地獄の思想」（仏教思想の根底）（梅原猛）？
・「恥の文化」
・日本人の持つ特性としての他人に対する「やさしさ」と困っている人や助けを求めている人がいたとき助けてあげたいと思う「思いやり」。

・日本人のもつ寛容さ。（明治維新の際、日本文化と西洋文化には、かなりの差があったがそれを取り入れ近代国家をつくりあげ、独自の文化をつくりあげた）

・日本は、世界で最も治安のより国の一つである。

・組織のあるところには、必ず「無責任の構造」が潜んでいる。無責任を引き起こす集団と人格のメカニズムの社会心理学的な分析が必要である（岡本浩一）

・日常の心理や行動には、必ず法則が潜んでおり、データや行動観察から導き出された法則は、社会をよくするために（コンプライアンス意識の醸成含む）役立つものがたくさんある。
　―＞これらの課題を検討するに際しては、日本人の心の問題について堀りさげていくことが必要と思う。そしてそのためには、可能な限り、より客観的な調査に裏打ちされたデータ分析と社会心理学的なアプローチが必要と思う。そのためつぎのような観点からの分析を行いたい。

日本人とは何か、日本人とはどのような文化・価値観をもった人々なのかを世界の中で明らかにしていくことが必要であり、そのためには、WVS(世界価値観調査)やISSP（国際社会調査プログラム）といった複数の国に同じ内容の調査票を用いてアンケート、いわゆる国際世論調査のデータを用いて国ごとの回答の傾向が分かり、これを手がかりにして日本人の価値意識について考えることは、有意義と思われる。　また社会心理学の観点から社会に生きる人の心のしくみを調べてそれに基づく制度を検討することも必要である。
（1） 日本人の見方や考え方の独自性についてのデータ分析

（日本人の価値観、明治大学国際日本学部準教授　鈴木賢志著　

　中公選書　中央公論新社発行）

1 日本人は、宗教的な関わりをとても大切にしている。

　－＞文部科学省が毎年実施している「宗教統計調査」によると2008年末時点の日本の

信者数は、仏教系が約1億843万人、神道系が8751万人、キリスト系が237万人、その他が237万人となっている。（信者数が人口を超えるのは、多くの人が仏教系と神道系の両者に属しているため）
初詣、結婚式における仏前、神前、教会のいずれかを選ぶ人が多く、子供が生まれると七五三、受験の合格祈願、死ねば寺で供養などさまざまなところで宗教と関連している。そして日本人は、「祖先の霊的な力を信ずる人」の割合が63％で、世界一である。
ランキング：ＩＳＳＰ　2000年調査

1.　日本　　　　　　63％　　　　　　　　30.　ドイツ　　　17.6％。

2.　台湾　　　　　　60.9％　　　　　　　31.　ベルギ-　　　13.8％

3.　南アフリカ　　　56.7％　　　　　　　32.　デンマーク　　13.8％

4.　トルコ　　　　　52.8％　　　　　　　33.　クロアチア　　13.5％

5.　ウクライナ　　　48.7％　　　　　　　34.　キプロス　　　10.8％

---------------------------　　
2 日本人は、シャイ＝　内気、非社交的と思っている。
―＞日本人の39.4％は、自分たちをシャイだと思っており、これは、調査した18カ国中で17位である。

ランキング：ISSP  2005年調査　「自分は、外交的・社交的な性格だと思うか」
1.　イスラエル　　89.3％　　　　14.　ドイツ　　　　　　　67.6％
2.　フィリピン　　86.5％　　　　15.　ニュージーランド　　65.3％
3.　フランス　　　85.9％　　　　16．台湾　　　　　　　　40.9％
4.　アイルランド　85.7％　　　　17.　日本　　　　　　　　39.4％
5.　メキシコ　　　82.1％　　　　18.　韓国　　　　　　　　37.3％

------------------------------

3 日本人は、「罪の意識」への考えが強い
―＞　「拾ったお金を自分のものにする。」いわゆるネコババは、許されないという意識が高い。37カ国中34位である。
ランキング：WVS 第2回調査 「拾ったお金を自分のものにすることについてあなたは、どう思いますか」（10　許されない。----10許される）
１.　メキシコ　　 　5.67        33. 中国　　　　　　2.11

2.　ブラジル　　　　5.01　　　　34.　日本　　　　　　2.03

3.　アルゼンチン　　4.59　　　　35.　ブルガリア　　　1.89

4.　チリ　　　　　　4.58　　　　36.　マルタ　　　　　1.89

5.　ポルトガル　　　4.29　　　　37.　オーストリア　　1.69

----------------------------------

（2） 社会心理学からみた検討
　　（社会心理学　立教大学心理学教授　小口孝司監修、　株式会社ナツメ社発行）

心の働きや変化は、常に社会や他者の影響を受けている。そこで個人の心理から、社会事象までを広く科学するのが社会心理学である。「人は、社会的存在である」ことを前提に、社会のできごとや周囲の人との関係が、私たちの心にどのような影響を及ぼすかを調べる。具体的には、個人の心理、１対１の対人行動の心理、集団行動の心理、社会の心理等である。
集団行動の心理面からは：
1 「集団は、自分の価値を感じさせてくれる反面、ストレスの原因となることも多い。暗黙のルールや、無言の圧力により、自分の本心を見失ってしまうこともある。」

集団内の人たちは、考え方や外見、行動パターンなどが似ている（集団の斉一性：せいいつせい）。そしてメンバーには、共通のルール（集団規範）に基づいて行動する。この背景には、つぎの二つがあり、その結果、周囲への同調行動が増え、集団内のメンバーどうしが似通ってくる。

・情報的影響：客観的と思われる他者からの情報によって正しい反応を行おうとする。
・規範的影響：他者から拒否されたくないため集団の行動パターンにあわせようとする。
―＞多数派が少数派を支配するのが一般的であるが、一貫した主張を続ければ、少数派が多数派に影響を与えることができる。（６名１組でスライドの色を答える実験：たった二人の「サクラ」の人が「青」のスライドを「緑」と言い張ったことで周囲も「緑」と誤答した）。
2 「えらい人の意見にはやっぱり、逆らえない」
「権威者のいいなりなどならない」と思っている人は多いが人は、いとも簡単に権威に屈してしまう。（アメリカの心理学者ミルグラムによる「電気ショック」の実験が有名。「学習におよぼす罰の効果」を調べる実験との名目で、実験参加者（実験対象者）に教師役になってもらい、生徒役（サクラ）が問題を間違えたら電気ショックを与えるように監督役（実験を行う人）が命令する。その結果、６割以上の人（実験参加者）が致死量の「電気ショック」を与えた。実際は、「電気ショック」を与えておらず、生徒役が演技をするだけ）。

―＞権威に対して、本心と異なる言動をとるとき、人は苦痛を感じる。その痛みを和らげるため、「自分は、権威者の要求を実行する代理人にすぎない」と思いこむ代理状態となったり、「人に苦痛を与えても、科学のため」などと自分の行為を正当化しようとする。
社会の心理面からは：
1 「日本では、控えめな方が得をする」
　　　心と文化は、相互依存的な関係にある、生まれ育った文化は、私たちのものの見方、感じ方に大きく影響する。そして私たちの心が、新たなモノや思考、システムを生みだし、文化をつくる。その結果、ものごとや他者への理解のしかたなどに、人種により性格傾向の差も認められている。
　欧米人は、自分は、自分は他者や周囲とは、区別された存在であるとする「相互独立的自己観」を、日本人は、周囲の関係性を重視する「相互協調的自己観」をもつことが分かっている。

―＞ただし、日本人の方が個人主義的だとの報告もある。それは、「日本は集団主義的な国」と多くの日本人が認識しているからであり（知覚された合意）これにより、集団的主義的にふるまう方が社会に受け入れやすいため、協調的な態度をとる。
